
　　　
九重ふるさと自然学校

　九重ふるさと自然学校では、自然学校のフィールド「さとばる」にて毎月第 4日曜日に生きもの観察会を
実施しています。自然体験に興味がある方、九重町に棲む生きものを知りたい方、町内でお子さんとの自然
遊びの場を探している方など大人も子どもも大歓迎！町内からも多数のご参加があります♪

日程：夏の回�
・6月 23日（日）　担当：宮本�
・7月 28日（日）　担当：宮本　
・8月25日（日）　担当：川野�
�

時　　間：10:30～12:00　※雨天中止
集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）
参 加 費：1 名 300 円　※ 3歳以下無料�
※事前申し込み不要
※ 10名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

～くじゅうの生きもの観察会のご案内～

青空の元、草原を散策。 見事、アゲハチョウを捕まえました！

オトシブミ

カワラナデシコ

カッコウ

マツムシソウ

　風薫る５月といいますが、爽やかな季節の到来とはいか
ないようです。雨も殊の外多く、気温・湿度の高さに身体
が慣れず、怠く感じてしまうのは私だけでしょうか。６月に
は梅雨が訪れ、線状降水帯の発生や台風による災害に注
意しなければなりません。また能登半島地震をはじめ全国
各地で地震が発生しています。心配なことは尽きませんが、
もし災害が発生したときは、命を守る行動が大切です。町
民皆さんでお互いを支え合い守り合いましょう。
　さて、私の２期目は新型コロナウイルス感染症と令和２
年７月豪雨災害の対応に始まりました。未知のウイルスへ
の対応やワクチン接種など、前例のない状況下で対応に
苦慮しました。豪雨災害におきましても、被害額約１１７億
円という１年間の予算に匹敵する規模の被害が発生しまし
た。これらの影響で、経済や観光産業などが大きな痛手
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とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム を受け、まさに「未曽有の災害」という状況となりました。
　そのような状況下でも、この４年間で災害からの復旧事
業を進め、建設事業者の皆様のご協力により、今年度で
終了する目途が立ちました。また新型コロナウイルス感染
症のワクチン接種におきましても、玖珠郡医師会の皆様、
看護師の皆様、福祉事業者の皆様、関係する職員の皆
様のご協力により対応することが出来ました。さらに住民
の皆様におかれましても、厳しい環境下でのご理解・ご協
力をいただきました。関係各所の皆様には改めて感謝いた
します。ありがとうございました。
　しかし、課題が全て解決したわけではありません。むし
ろ多くの課題が山積していると言っても過言ではありませ
ん。少子高齢化や人口減少社会の問題、産業の衰退、
物価高騰による生活の問題など、これまでどおりにはいか
ない現実がおきています。
　また、災害や感染症によって人々の間に分断や対立が生
じることもありました。
　立場や考えの違いを理解し合うことは難いことですが、
「利他の心」をもって相手を思いやることができれば、お
互いを理解しようとする気持ちに少しでも近づけるのではな
いでしょうか。私は、これからもこの「利他の心」を大切に
していきたいと思います。
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　障がいのある人もない人も共に生きる社会の実現のために、
令和3年6月に「障害者差別解消法」の改正法が公布され、令
和6年4月1日より企業や店舗などの事業者に対して「合理的配
慮の提供」が義務付けられることとなりました。

人権

No.334

　一見難しい言葉が並び、難しい印象を受けてしまいそうで
すが、つまりは、『「助けてほしい」という人に、無理のない範
囲で手助けを行う』というごくごく当たり前のことです。
　この様にかみ砕いてみると、どうでしょうか？難しいでしょうか？
障がいを持つ人のみではなく、高齢の人や子ども・妊産婦・
病気や怪我をした人、全ての人にあてはまる様に思います。　　　　
　このような意識が広がると、ひいては自分も助けられる時が
あるのではないでしょうか。助けてほしい時に当たり前のよう
に助けてもらうことが出来たら、すごく有り難く嬉しいだろうと
思います。
　「助けてほしい」と言うことが出来ることは素敵なことだと感
じます。

※合理的配慮の提供の詳細については、
九重町HPからご確認ください
　　　　　　　　　　　　健康福祉課

合理的配慮の提供が
義務化されました

文
化
財
調
査
委
員
　
佐
藤
　
頼
久

合理的配慮の提供とは・・・
　行政機関等と事業者が、その事務・事業を行うにあたり、個々の場面で障がいを持つ人や介助者から
「社会的なバリアを取り除いてほしい」旨の意思の表明があった場合にその実施に伴う負担が過重でな
いときに社会的なバリアを取り除くために必要かつ合理的な配慮を講ずること。
とされています。
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　ほんの森6月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　〜もうすぐ梅雨です。貸出しをした本を入れる袋をご用意頂くと助かります。〜
●    児童図書・コミック
　下水道のサバイバル ①②　 ポドアルチング
　巨大地震のサバイバル　 大木聖子
　GIGAスクール時代のネットリテラシー①～③　 遠藤美季
　ポジティブ思考の育て方 学校では教えてくれない大切なこと　
 小豆だるま
　放課後ミステリクラブ①金魚の泳ぐプール事件　 知念実希人
　おしりたんていあらたなるかいとう　 トロル
　ひとつぼし　 菊田まりこ
　てんぐのけんか（紙芝居）　 りとうようい
　葬送のフリーレン⑫⑬　 山田鐘人
　名探偵コナン105巻　 青山剛昌
　ねことじいちゃん10巻　 ねこまき

● 一般図書
　いくつになっても江戸の粋（文庫）　 細谷正充
　ぎょらん（文庫）　 町田そのこ
　ネバーランド（文庫）　 恩田陸
　少女は卒業しない（文庫）　 朝井リョウ
　成瀬は信じた道をいく　 宮島未奈
　成瀬は天下を取りにいく　 宮島未奈
　女の国会　 新川帆立
　Spring  恩田陸
　定食屋「雑」　 原田ひ香
　君が手にするはずだった黄金について　 小川哲
　極上に咲く MUNAKATA　 原田マハ
　姥玉みっつ　 西條奈加
　熊撃ちのサムライ　 井原忠政

　風の中に立て　 伊集院静
　紫式部と「源氏物語」禁断の真実　 繁田信一
　神仏のみことば　 桜井識子
　ゲッターズ飯田の縁のつかみ方　 ゲッターズ飯田
　嫉妬論　 山本圭
　国民の違和感は9割正しい　 堤未果
　夫婦を続ける自信がない　 ゆむい
　 心理学に基づいた0歳から12歳やる気のない子が一気に変わる
「すごい一言」　 竹内エリカ

　シン・スタンダード　 谷口たかひさ
　人口は未来を語る　 ポール・モーランド
　103歳、名言だらけ。なーんちゃって　 石井哲代
　大人になってもできないことだらけです　 きしもとたかひろ
　もっと、やめてみた。　 わたなべぽん
　さらに、やめてみた。　 わたなべぽん
　就職四季報2025―2026年版　 東洋経済新報社
　終わらない戦争 ウクライナから見える世界の未来　 小泉悠
　 スターバックスはなぜ値下げもテレビCMもしないのに強いブ　

ランドでいられるのか？　 ジョン・ムーア
　働く50代の快眠法則　 角谷リョウ
　はじめての野菜づくり　 柳川武夫
　わたしの1ヶ月1000円ごほうび ２　 おづまりこ
　クタクタな心と体をおいしく満たすいたわりごはん 長谷川あかり
　包丁もまな板もいらない10分弁当　 Akarrispmt’s Kitchen 
　カラー筆ペン2色で描ける花の絵手紙　 朝日新聞出版・編
　おしごとそうだんセンター　 ヨシタケシンスケ
　センチメンタルに効くクスリ　 岡本雄矢
 その他　多数

▲５月のおはなし会の様子（担当：ぷちトマト）

▲５月に読んだ絵本

★ 6月のボランティアグループは「チームそらまめくん」の皆さんでした。（6月8日）
　 7月は「スター」の皆さんです【7月13日㈯予定】　♪皆さんお待ちしています。

　2006 年 5月、九重町図書館で初めて「おはなし会」がひらかれました。会が誕生して今年で18 年経ったわ
けですが、今でも毎月第 2土曜日は少し緊張しながら準備をしています。今日は何人来てくれるかな？年齢はどの
くらいでどんなことに興味をもっているかな？ボランティアさんとそわそわしながら待っています。全国的にも九重
町でも、子どもの人数が減っていく中、おはなし会に来てくれる人の数も発足当初よりずいぶんと減ってしまいまし
た。それでも、たった一人でも来てくれたなら、おはなし会はスタートします。「子どもが本と出会うお手伝いをし
よう！」という想いをもって、ボランティアさんたちが楽しみながら18年間続けてくれました。そしてそれは、これ
からも変わりません。子どもは地域の宝物。読み聞かせボランティアはそんな気持ちを持った方が気軽に楽しみ
ながらできる活動です。ぜひ一緒に読み聞かせをしてみませんか？興味をもたれた方は図書館の児童コーナーを
のぞいてみてください。お待ちしています♪

九重町図書館 1８年目の「おはなし会」 ボランティア募集【ここのえおはなしの会】

【お問い合せ】0973-76-3888
●毎月第2 土曜日　10 時半～

A
Q
子どもさんと一緒に楽しく絵本や紙芝居
を読める方ならどなたでもできます。専
門的な技術も必要ありません。読む本
は、その日に参加してくれた子どもさんの
年齢に合わせて、司書もアドバイスしなが
らみんなで選んでいますので、どうぞお
気軽にご参加ください(^ ▽^)/

ボランティアは誰でもできる？ ここのえ
おはなしの会

3 つのグループにわかれています。

3 か月に1 度の活動です。
お気軽にご参加下さい。

〇『スター』
〇『ぷちトマト』
〇『チームそらまめくん』
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●　暮らしの情報
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１
階
１
０
１
会
議
室

■ 

そ
の
他

　

�

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日
田
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

無
料
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

■
と
　
き　

　
７
月
31
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
複
合
施
設
ア
オ
ー
ゼ

■  

相
談
内
容　
①
土
地
境
界
に
関
す
る
相

談　

②
土
地
の
登
記（
分
筆
・
合
筆
・

地
目
変
更
）に
関
す
る
こ
と　

③
建
物

の
登
記（
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
等
）

に
関
す
る
こ
と

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
土
地
家
屋
調
査
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
５
１
８
３
）

「
み
み
サ
ポ
お
お
い
た
」

乳
幼
児
教
育
相
談

　

大
分
県
聾
学
校
内
に
あ
る「
み
み
サ
お

お
い
た
」で
は
、
き
こ
え
や
こ
と
ば
の
育
ち

に
不
安
の
あ
る
、
乳
幼
児（
０
～
２
歳
）
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
み
み
サ
ポ
お
お
い
た

　
（
大
分
県
聾
学
校
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
4
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
５
）

　

�

連
絡
時
間
は
平
日（
祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ

ま
の
育
児
や
生
活
、
教
育
、
福
祉
や
医
療

等
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 
と
　
き

　
７
月
26
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
総
合
庁
舎

■
相
談
対
象

　

�

０
歳
～
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ま
及
び
そ

の
関
係
者

■ 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

�

み
み
サ
ポ
お
お
い
た（
大
分
県
聾
学
校
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
4
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
５
）

■
申
込
締
切　
７
月
18
日
㈭

■�

そ
の
他　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
は

個
別
に
行
い
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
時
間
は
お
申
し
込
み
後
に
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
今
後
の
状
況
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
依
存
症
家
族
の
交
流
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
問
題
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族
の
話
し
合

い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
情
報
共
有
や
今

の
思
い
を
話
し
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

対
　
象　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
問
題
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族

（
各
回
先
着
７
名
ま
で
）

■ 

と
　
き　

　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

■  

と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

■  

内
　
容　

依
存
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
等

■  

参
加
料　
無
料（
事
前
申
込
必
要
）

■  

申
込
締
切　
参
加
月
の
第
１
金
曜

　
午
後
５
時
ま
で

■ 

お
問
い
合
わ
せ　
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暮らしの情報　●

■
受
講
申
請
の
方
法

　
受
講
対
象
者
に
は
、
受
講
申
請
書
用
紙

を
当
協
会
よ
り
郵
送
し
ま
す
。
転
居
等
で

届
い
て
い
な
い
方
は
、
消
防
本
部（
局
）

及
び
当
協
会
に
備
え
付
け
の
申
請
書
用
紙

を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
講
申
請
書
に
、
講
習
手
数
料

と
し
て
受
講
す
る
講
習
区
分
毎
に
、
大
分

県
収
入
証
紙
７
，
０
０
０
円
を
貼
布
し
、

当
協
会
に
持
参
、
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
土
曜
、日
曜
、祭
日
を
除
く　

午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

　

※
講
習
日
当
日
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。必
ず
、事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
８
月
26
日
㈪
～
９
月
13
日
㈮

■
申
込
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

�（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
〒
８
７
０
‐
０
０
２
３

　
大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12
‐
10　

　
昭
栄
ビ
ル
４
F

���（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５
）

受
講
料
無
料
！ 

９
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
電
子
シ
ス
テ
ム
科
／
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間　

　
６
月
26
日
㈬
～
７
月
30
日
㈫

■
訓
練
期
間

　
９
月
３
日
㈫
～
令
和
７
年
２
月
28
日
㈮

■
そ
の
他

　

�
７
月
９
日
㈫
、
7
月
23
日
㈫
、
7
月
30

日
㈫
に
説
明
会
実
施

　

�

７
月
２
日
㈫
、
7
月
16
日
㈫
に
見
学
会　

実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

再
就
職
し
た
い
が
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、

看
護
の
現
場
に
戻
る
事
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
や
、
就
職
し
た
が
日
々
の
業
務
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
方
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■ 

と
　
き　

　

�

６
月
27
日
㈭
、
７
月
４
日
㈭
（
ど
ち
ら

か
片
方
の
受
講
で
も
可
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

■ 

対
象
者　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員
　
15
名

■ 

申
込
期
間　
研
修
日
の
１
週
間
前
ま
で

■ 

受
講
料　
無
料

■ 

携
行
品　
記
用
具
、
活
動
し
や
す
い
服

装
（
マ
ス
ク
着
用
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６
）

　
７
月
18
日
㈭
～
25
日
㈭

■
受
講
料　
８
，０
０
０
円

■
定
　
員　
60
人（
予
定
）

■ 

受
講
申
込
方
法

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
込
み

・�

受
講
申
請
書
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み

（
詳
し
く
は
（一財
）
日
本
防
火
・
防
災
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
受
講
申
込
書
提
出
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
（一財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
６
２
７
４
‐
６
９
７
７

　
　
　
　
０
３
‐
６
８
１
２
‐
７
１
４
０
）

消
防
設
備
士
法
定
講
習

■
受
講
対
象
者　

　
①�

令
和
４
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け
た
消

防
設
備
士（
２
年
目
講
習
）

　
②�
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）に
法
定

講
習
を
受
け
た
消
防
設
備
士（
５
年
目

講
習
）

　
③�

法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て
い

な
い
消
防
設
備
士

■
と
　
き
・
講
習
区
分　

　
10�
月
９
日
㈬　
消
火
設
備

　
（
１
類
・
２
類
・
３
類
）　

　

�

10
月
10
日
㈭　
避
難
設
備
・
消
火
器

　
（
５
類
・
６
類
）　

　
10
月
11
日
㈮　
警
報
設
備

　
（
４
類
・
７
類
）　

　
10
月
18
日
㈮　
警
報
設
備

　
（
４
類
・
７
類
）

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
教
育
会
館

　
大
分
県
中
津
総
合
庁
舎（
10
月
18
日
の
み
）

　

�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
　

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な
い

の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

と
　
き　

　
７
月
３
日
㈬
、
９
月
11
日
㈬
、

　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬
、
３
月
12
日
㈬

　
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
県
庁
新
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料　

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
教
育
庁
文
化
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
）

試
験
・
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■ 

と
　
き　
９
月
５
日
㈭
～
６
日
㈮

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
受
付
期
間　

▲ＨＰ

広報ここのえ　2024.6月号広報ここのえ　2024.6月号 2222



推　
薦　
三　
句

推　
薦　
三　
句

　

地
球
は
な
ぜ「
水
の
惑
星
」と
言
わ
れ
る
の

か
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
地
球
で
無
意

味
な
戦
争
が
続
く
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
る
作

者
の
思
い
が
句
に
な
り
ま
し
た
。
上
五
の「
万

緑
」
が
そ
の
声
を
代
弁
し
ま
す
。「
こ
ん
な

に
も
美
し
い
惑
星
な
の
に
」
と
。
記
憶
に
残

る
時
事
俳
句
で
す
。

万
緑
や
殺さ
つ
り
く戮
止
ま
ぬ
水
の
星

時
松　

干
城

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
二
〇
二
四
年
四
月
二
六
日
か
ら
新
た
な
観
光

列
車「
か
ん
ぱ
ち
・
い
ち
ろ
く
」号
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

中
七
の「
汽
笛
一
声
」に
新
た
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
感
じ
ま

す
。
駅
舎
に
掲
げ
て
ほ
し
い
一
句
で
す
ね
。

春
光
や
汽
笛
一
声
か
ん
ぱ
ち
号

井
上　

則
子

こ
の
季
節
に
ご
逝
去
さ
れ
た「
大
分
の
女
芭
蕉
」こ
と
駒
走
松

恵
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
俳
句
を
残
し
、
多
く
の
俳
人
を
育
て

た
彼
の
句
会
で
も
あ
り
ま
す
。
松
恵
忌
は
わ
が
町
な
ら
で
は

の
季
語
で
も
あ
り
ま
す
。

松
恵
忌
や
指
針
示
し
た
彼
の
句
会

永
松
左
世
美

新
茶
を
皆
さ
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
汲
み
分
け
て
で
す
か
ら

何
人
で
し
ょ
う
。
中
七
の「
香
り
も
分
け
て
」
で
甘
い
香
り

が
匂
い
立
っ
て
き
そ
う
で
す
。
穏
や
か
な
午
後
の
ひ
と
時
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。

汲
み
分
け
て
香
り
も
分
け
て
新
茶
か
な

小
田　

純
子

万　緑

＊�

広
報
の
掲
載
は
一
か
月
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
投
稿
の
句
は「
季
語
」
を
で
き
る　

だ
け
先
取
り
し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
後
記
）

今
月
も
記
憶
に
残
る
句
が
揃
い
ま
し
た
。
か
ん
ぱ
ち
号
の
運
行
は
歴
史

の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
季
語
が
効
い
て
い
ま
す
。
駒
走
松
恵
さ
ん
の
足
跡

を
偲
ぶ
句
も
わ
が
町
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、万
緑
の
巻
頭
句
。

平
和
を
希
求
す
る
世
界
の
人
々
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
選
者
）

模
様
替
え
母
の
帯
地
の
麻
の
れ
ん    　

   

文
子

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
翁
卒
寿
や
五
月
晴　

 　
　

 

好
美

郭
公
や
万
歩
を
超
え
し
万
歩
計　
　
　

  

八
千
子

草
茂
る
羊
の
親
子
パ
ラ
ダ
イ
ス        

ト
シ
子

背
筋
伸
ぶ
寿
大
学
薫
る
風　
　

        

ヤ
ス
コ

溶
け
込
ま
ん
青
葉
の
渦
の
自
信
満
つ     

香
澄

ま
た
一
つ
役
の
解
け
た
り
送
り
梅
雨　

 　

 

直
人

田
植
え
時
猫
も
加
勢
に
顔
を
出
す　
　
　

   

豊
國

花
冷
え
や
待
ち
人
か
ら
の
電
話
あ
り      

末
子

夏
薊
そ
っ
と
一
輪
竹
筒
に　
　
　
　
　
　

 

桐
友

車
窓
よ
り
ふ
い
の
襲
わ
れ
藤
香
る　
　
　

  
次
江

若
夏
や
百
戸
の
家
の
百
の
花 
チ
ズ
子

内
臓
を
掻
き
だ
す
手
際
初
鰹　
　
　
　
　

 

律
子

村
を
去
る
独
居
老
人
鳥
雲
に　
　
　
　
　

 

泉
渓

子
ど
も
に
も
ひ
と
り
一
役
麦
の
秋       

重
吉

病
む
夫
の
愚
痴
の
た
っ
ぷ
り
茄
子
植
う
る 

恵
子

田
を
植
え
る
丸
き
母
の
背
蝶
一
羽 

春
蘭

瞼
閉
じ
残
る
余
韻
や
花
は
葉
に       

ス
エ
ノ

蕗
を
剥
く
指
先
の
色
亡
母
の
声  　
　

 

ム
ツ
子

早
苗
束
畦
道
運
ぶ
小
さ
き
足  　
　
　

 

き
く
み

紫
陽
花
や
夫
婦
で
渡
る
神
の
橋     　

 

良
子　

藤
の
花
隙
間
を
通
る
風
さ
や
か　
　
　

 

恵
津
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
二
席

　
二
十
二
席

記

歳

時

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
俳
句
的
表
現
と
は

Ｑ
「
俳
句
的
表
現
」と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
添
削
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
示
し

く
だ
さ
い
。

Ａ
「
俳
句
的
表
現
」と
は
、一
定
の
韻
律
を
持
ち
、形
式
の
整
っ
た
も
の
で
、俳
句
や
短
歌
、
詩
な
ど
を
指
し
ま

す
。
韻
律
と
は「
音
の
強
弱
、長
短
、高
低
」を
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
言
い
ま
す
。　
　
　

　

添
削
例
で
す
。

　
　〈
亡
き
母
の
か
た
み
を
つ
け
て
母
の
日
に
〉（
原
句
）

　

母
の
日
に
思
う
母
は
生
き
て
い
る
母
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
作
者
は
、
す
で
に
い
な
い
母
を
偲
び
形
見
の
も

の
を
つ
け
る
こ
と
で
母
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、原
句
で
は
、形
見
が
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

〈
形
見
を
耳
に
つ
け
〉と
す
る
と
具
体
性
が
加
わ
り
ま
す
。
母
の
形
見
で
す
か
ら「
亡
き
」も
不
要
。
俳
句
は
表
現

の
無
駄
は
で
き
る
だ
け
省
き
ま
す
。

　
　〈
母
の
日
や
母
の
形
見
を
耳
に
つ
け
〉（
添
削
例
）
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

6
月

号
令

和
6年

6月
17日

発
行（

通
巻

817号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

6
月
・
7
月
の
休
日
当
番
医 < 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >

◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

6月生まれ

人 の 動 き
5 月1 日～ 5 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,408 人 （ - 5 ）
男 4,029 人 （ - 3 ）
女 4,379 人 （ - 2 ）

世帯 3,862 （ - 1 ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
6 月 23 日 高 田 医 院 春日町 0973-72-2135 7 月 14 日 秋 吉 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0421

30 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 15 日 北 山 歯 科 医 院 日田市 0973-52-3553
7 月 7 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466

14 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030
15 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143
21 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127
28 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100

拂
はらいかわ

川  結
ゆ ず は

珠葉 さん

（保護者：拂
はらいかわゆう

川優）
3歳 藤

ふじわら
原 叶

か な え
依 さん

（保護者：藤
ふじわらじゅん

原潤）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

7月がお誕生日のお子さん
6月２4日（月）

8月がお誕生日のお子さん
7月２4日（水）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

有
ありよし

𠮷　千
ち よ き

代喜 ９３ 中村中一

池
い け ま つ

松　 歌
う た こ

子 ９０ 須 久 保
岩
い わ お

尾　 末
す え こ

子 ９０ 田 代
岩
い わ た

田　 保
や す こ

子 ８４ 川道団地
楳
う め き

木　　 一
かんいち

９４ 後 河 内
小
お が さ わ ら

笠原　長
な が お

生 ８２ 相 狭 間
山
や ま だ

田　 和
か ず こ

子 ８４ 湯 沢
佐

さ と う
藤　 敬

たかし
７６ 宝 泉 寺

土
つ ち や

屋　 綠
よ り お

男 ９６ 串 野 上
日

ひ の
野　 絹

き ぬ こ
子 ６８ 木 納 水

渡
わ た な べ

邊　 格
か く お

雄 ８２ 湯 坪 下

110 交通安全 2024.5月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 11 11
野 上 25 25
飯 田 1 1 67 68
南山田 28 28

計 1 1 131 132

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

江
え と う

藤　 葵
まもる

男 貴
た か ひ ろ

大 引 治 二
門
か ど わ き

脇　 莉
り あ

愛 女 健
け ん た ろ う

太郎 川 西 一
恒
つ ね な り

成　 辰
た つ ろ う

郎 男 一
か ず ふ み

史 奥 野
比
ひ ら

良　 華
は な

菜 女 暢
ま さ お み

臣 野上住宅
比
ひ ら

良　真
ま な

菜 女 暢
ま さ お み

臣 野上住宅

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　
鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　くじゅう山開きの取材のため久住山に登り
ました。悪天候のため本来絶景であるはず
の景色が見事に真っ白。山頂行事では雨と
風にさらされながら写真撮影をするなど大
変思い出深いものとなりました。
　「かんぱち号」の取材では、普段は静
かな恵 良 駅 が 歓 迎 の 方々で賑わってお
り、沿線から列車に向かって手を振る方
もいるなど、 九 重 町 の 皆 様 の おもてな
しの気持ちを感じることができました。　　　　　　　　　　 

T.U

歯科当番医については、令和６年４月より受診者数の
減少や歯科医師の負担軽減のため、診療日が削減さ
れています。
●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市�0977-21-5657）で対応します。
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